
第12回 日本HTLV-1学会学術集会 ワークショップ

プレコンセプションケアから考える

HTLV-1当事者支援

— 水平感染予防において看護職が果たす役割 —

2026

11.8
SUN

10:30 - 12:00

キオクシア アイーナ 804A研修室
+Zoomによるハイブリッド開催

HTLV-1を「周産期だけの問題」にしない。
恋愛・結婚・妊娠・出産・授乳・育児まで

当事者と家族のライフコースに寄り添う支援を考えます。

知る
HTLV-1の現状
水平感染の知識

聴く
当事者の経験

困りごとの共有

考える
看護職にできる

継続支援

PROGRAM

講演1 HTLV-1の現状・水平感染・当事者の困りごと
西九州大学 看護学部 教授 滝 麻衣

体験談 キャリア当事者によるショートスピーチ

講演2 ライフコースと看護職の役割
岩手医科大学 看護学部 教授 蛎﨑奈津子

GW HTLV-1と女性・家族への継続支援

対象 保健師・助産師・看護師・医療系学⽣・関係職種
HTLV-1診療、⺟⼦保健、プレコンセプションケアに関⼼のある⽅

※ その他︓助産師はCLoCMiPレベルⅢ（アドバンス助産師）更新要件
の選択必修単位として認定します。

参加費
一般 3,000円（11/8終日参加可）
学⽣ 無料（本WSのみ参加可）

主催︓⽇本HTLV-1学会 企画︓第12回⽇本HTLV-1学会学術集会
後援︓一般社団法人 岩手県医師会 / 一般社団法人 岩手県産婦人科医会 / 公益社団法人 岩手県看護協会 / 一般社団法人 岩手県助産師会

参加申込はこちら


